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転倒

•転倒とは、人がほぼ同一平面上で転ぶ場合をいい、つまづき、
滑りにより倒れた場合等をいう。

•転倒は「いつでも」 「どこでも」 「だれにでも」発生する

• 「転んだだけ」「ちょっと急いでたから」「しかたがない」と十分な
対策をされず、再度同様の災害が発生してしまうことも

しかし、十分な対策を行わなければ災害は減らせない



転倒

• どの様に転倒しているか？
後向きに転倒 36.4％

前向きに転倒 32.5％

横向きに転倒 9.8％

•何が「原因」で転倒しているか？
「すべり」 ：床面の濡れ、凍結 等

「つまづき」：床面の段差、凹凸 等

「踏み外し」：荷物で足元が見えない 等



対策

•設備管理面の対策
物を放置しない

床面の水等を取り除く

床面の凹凸や段差等の解消

• その他の対策
作業に適した靴

危険マップの作成等による情報共有

危険箇所に注意喚起

筋力維持・アップ

•転倒しにくい作業方法
余裕をもって行動する

滑りやすい場所では小さな歩幅で歩行

足元が見えにくい状態で 作業しない



靴の選定

•屈曲性
•重量
•重量バランス
• つま先の高さ
•耐滑性



対策

• チェックリストを用いる
•危険箇所の見える化
• ヒヤリ・ハットの共有

転倒 チェックリスト| 検索



転ばぬ先の杖48（転倒予防のための48の方法）
内容分類番号

階段には滑り止めを設置する設備1

スロープはなだらかなものにし、足元注意などの表示をする設備2

足ふきマットは裏面に滑り止めのついたものを使用する設備3

足元が暗くならないよう照明器具を清掃する設備4

敷地内の床面の凹凸は補修する設備5

電気コードは通路上から排除する設備6

油で汚れた床面の清掃頻度をあげる床面状態7

床が水でぬれたらすぐにふき取る床面状態8

凍結箇所には凍結防止剤をまく床面状態9

曲がり角手前に停止ライン、足形、一旦停止の表示をする掲示10

パーテーションの脚、机の脚にトラテープで目立つ化する掲示11

扉の開閉半径を床面に表示する掲示12

扉の押す側には「この先に人がいます、開閉注意」と掲示する掲示13

車止めにペンキを塗り目立つ化する掲示14

仮置きの電化製品の電気コードはトラテープで固定、目立つ化する掲示15

スリッパは履かない。靴を履く履き物16

つま先（ノーズ）の長い靴やハイヒールは避ける履き物17

重心が中心にある靴を履く履き物18

自分の足にあった大きさの靴を履く履き物19

重すぎる、硬すぎる靴は避ける履き物20

靴の内側で靴下が滑るものは避ける履き物21

階段付近の踏み面や踊り場に物を置かない職場習慣22

台車は所定の位置を決め、元に戻す職場習慣23

通路に物が置いていないか定期的にチェックする職場習慣24

内容分類番号
通路の曲がり角付近に物は置かない職場習慣25

整理整頓を徹底する職場習慣26

スマホや資料読みなど、ながら歩きをしない行動27
歩くときにはポケットに手を入れない行動28
駐車場のチェーンはまたがない行動29
階段で一段、二段抜かしをしない行動30
人の後ろを通る時は大きな声で「後ろ通ります」と声をかける行動31

階段では手すりに手を添える行動32

足元が見えなくなるほど両手で荷物を抱えない行動33
はしご、脚立の昇降時は、両手、両足のうち３点で体を支える行動34
車両の乗り降り時は、両手、両足のうち３点で体を支える行動35
歩き方に注意する。つま先下がり歩行・すり足歩行はしない行動36
靴のかかとを踏みつぶさない行動37
冷凍室から出た後、眼鏡が曇った状態で歩き回らない行動38
手荷物を両手にかかえて歩かない行動39
曲がり角では一旦停止、スローダウンする行動40
車両誘導など後ずさりで歩かない行動41
客先の玄関では指差しで足元を確認する行動42
石の床、マンホール、屋外階段は滑りやすいと心得、避けられるなら踏
まずに通る

行動43

降雪中、降雪後は自転車通勤しない行動44
冬季の日陰は凍結に注意する行動45
自転車の傘さし運転はやめて合羽にする行動46
お客様の下へ全力疾走しない。早歩きで誠意は伝わる行動47
転倒を侮らずに教育の対象にする教育48

三重労働局 四日市労働基準監督署



脚立

•脚立は、２つのてい形型のはしごを頂部で結合し、足を開いて踏
み台として使用されるもの

•運搬が容易、価格が安価、簡単な使用方法

手軽に使えるからこそ
安全対策が不十分



豆腐とカボチャ

•豆腐は人間の脳と、カボチャは頭蓋骨と同じくらいの硬さと言わ
れている







保護帽の使用上の注意事項（日本安全帽工業会マニュアル）

• 頭によくあった保護帽を使用し、あごひもは必ず正しく締める
• 一度でも大きな衝撃を受けた保護帽は、外観に損傷がなくても使用しないこと
• 保護帽を改造、加工、部品を取り除かないこと
• 定期的に点検し、不備があればただちに交換すること
• 長期間使用しないこと（PC、PE、ABS等の熱可塑性樹脂製のものは３年以内、
FRP等の熱硬化性樹脂のものは５年以内に交換）

• 装着体は１年くらいで交換すること（同一メーカー、同一型式）








